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要  約 
 

 本報告書はボリヴィア共和国ヤニ･ペレチュコ地域を対象に実施した資源開発協力基礎調査

資源開発調査の第１年次の調査結果をとりまとめたものである。本調査は対象地域において、

衛星画像解析、既存データ解析および抽出された有望地域に対し地化学探査を実施し、得られ

た結果を総合的に解析して、短期的かつ効果的に広大な調査地域から鉱床賦存有望地区を抽出

することを目的とする。 

 

 調査対象地域は面積約 18,400km2であり、10 万分の１地形図 13 図画におよぶ地域であるが､

時点ではその内の 8 図画が公刊されているのみである。地化学探査範囲は 2,500 km2である。

対象地域の地形は中央部を東部アンデス山系が占め西縁および東縁をそれぞれアルティプラノ

およびサブアンデス帯が位置する。地化学探査範囲は東部アンデス山系脊梁部に位置する。気

候は東部アンデス山系の山岳地帯とその山麓地帯とでは全く異なる。山岳地帯は高地寒冷型の

気候に区分され、年間を通して平均気温の変化は乏しいが乾季には日較差が大きい。山麓部も

年較差は小さく、平均気温は 10℃程度である。11 月から 3 月までの雨期、4 月から 10 月まで

の乾季と明瞭に区分され、年間降雨量も山岳部で 1,900mm、山麓部で 900mm 程度と変化に富む

。地質はオルドビス紀の堆積岩類から第四紀の堆積物までがアンデストレンドに調和的に分布

する。貫入岩類はバソリスを形成する上部古生界および下部中生界の花崗岩類と上部中生代の

花崗閃緑岩および半深成岩の岩株とが分布する。 
 

 調査内容は、ASTER画像と既存データの解析および抽出された地域での地化学探査であ

る。総合解析として、衛星画像解析、既存データ解析および地化学探査結果を総括し調査対象

地域の鉱床賦存ポテンシャル評価を実施し、有望地区を抽出した。 

  
 本調査の実施により以下のことが判明した。  
 
(1) 衛星画像解析 

有効な地質情報を豊富に保持するASTER画像の解析に対応する精度の既存地質情報が不足し

ており、より精度の高い地質図の作成が望まれる。基礎情報の不備を考慮しても褐鉄鉱に重複

する明礬石およびカオリナイトの分布域が要調査区域として抽出されると結論された。 

 

(2) 既存データ解析 

調査地域には、オルドビス紀から第四紀までの堆積岩類、北西－南東の伸張方向を有して

分布する。これらを貫いて、上部古生界、下部中生界および新第三紀初頭の貫入岩類が分布す

る。これらの火成活動に伴い錫鉱床区、多金属鉱床区等が形成された。 

従来多金属鉱床区に由来するとされていたサブアンデスの砂金鉱床は、オルドビス系の黒色

頁岩中のマント状石英脈がその源であるとの知見が示され、マントを形成する含金石英脈の賦

存様態も明らかにされた。マント型金鉱床賦存有望区域は、低変成度オルドビス系中の黒色頁

岩分布域で、これに重複する褐鉄鉱ヤケ帯であると結論された。 

 

(3) 地化学探査 

 既存データでは上部古生代、下部中生代および新第三紀初頭の火成活動とされていた貫入岩



 

 (2)

類はK/Ar年代測定の結果、上部古生代とされる花崗岩からは古第三紀の若返り年代が得られ､

下部中生代とされる花崗閃緑岩からは上部三畳紀および上部白亜紀の値が得られ、更に新第三

紀とされる複合半深成岩体からは上部白亜紀の値が得られ、調査地域の火成活動の履歴が大幅

に変更された。従って、鉱化作用の履歴についても今後再検討する必要がある。 

 調査対象地域南部に偏在する錫鉱床は鉱床に随伴する白雲母の K/Ar 年代から上部三畳紀の

鉱化作用であることが確認されているが、北部域の多金属鉱床は上部白亜紀の火成活動に関連

した鉱化作用に由来するものと考えられる。現時点ではヤニ近傍に集中するマント型金鉱床は

広域変成期の鉱化作用であるとされているが、上部古生代とされる花崗岩の若返り年代を与え

た熱水活動に由来する可能性も存在する。 

 沢砂地化学分析により、金成分の挙動は他の成分とは無関係であり、金鉱化作用は低温系の

鉱化作用で特徴付けられることが明かとなった。更にヤニに見られるマント型金鉱床が本調査

地域の主たる金鉱化作用であり、かつヤニ-ゾンゴ花崗岩周辺の低熱変成帯に分布するとされて

いた鉱床賦存域も、北方へ大幅に拡大した。 

 沢砂による金の地化学異常はオルドビス系分布域を主体に連続して分布しており、異常地点

の後背地が要探査地域として抽出された。 
 
(4) 総合解析及び提言 
 衛星画像解析、既存データ解析および地化学探査の結果に基づく総合解析により 

① 衛星画像解析により抽出された褐鉄鉱をベースとした諸鉱物の重複域、 

② オルドビス系泥質岩の分布域に褐鉄鉱等の変色帯重複部、 

③ 沢砂地化学異常地点の後背地、 

を判断基準として、調査地域から以下の4地区が有望地区として抽出された。 

 
1. ケジュワコタ川流域地区 
2. アウカパタ地区 
3. タカコマ(チルチンパヤ川流域)地区 
4. ヤニ南部地区 

 
 これらの地区を対象に、地質及び鉱化･変質作用確認のための岩石地化学探査を併用し

た地質調査の実施が望まれる。 
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